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カノン１

� （フェルマータ）…ほどよくのばすＳ… A…

ソプラノ・リコーダーとアルト・リコーダーで合わせて演奏することもできます。

三つのグループに分かれ，初めのグループが23に来たら順番に加わります。何度も繰
く

り返して演奏�
できますが，曲を終えるときは，初めのグループが合図をしてそれぞれ★で終わります。

� まとめの曲❶と❷は，どちらかを選んで演奏してみましょう。

曲想と音楽の構造との関わりを理解したり，他のパートと合わせて演奏する
技能を身につけたりしながら，表現を工

く

夫
ふう

しよう。

チャイニーズ・ダンス
曲の雰

ふん

囲
い

気
き

を感じ取りながら演奏しよう。

喜びの歌
左手の運指を身につけて表現しよう。

オーラ・リー
曲想を感じ取って表現しよう。

メリーさんの羊
二つの旋

せん

律
りつ

の重なり方を理解して，合わせて演奏しよう。

ソプラノ

アルト

アルト

ソプラノ アルト

p.8 –p.9のまとめの曲�❶

p.8 –p.9のまとめの曲�❷
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左手で吹
ふ

こう② アルト
（アルト）

★ ★ ★

アルト

8 9

リ
コ
ー
ダ
ー

の音で吹いてみよう。

一つの音で吹
ふ

いてみよう

リズム d
デ

e ゴー

　タンギングとは，息を舌で止めたり（図A），出したり（図B）する基本的な奏法です。適切なタンギングを用いる
と，生き生きとした表現が可能になります。
　リコーダーのタンギングは，“t

トゥ

u”や“d
ドゥ

u”といった発音を使います。図Cのように，音域や音のイメージによって
使い分けるとよいでしょう。

　ソプラノ・リコーダーで演奏する場合は， の音で吹いてみよう。

の音で吹いてみよう。

� …フレーズ（zp.11）のくぎりやブレスをする位置を示します。

タンギングに注意して，＝69から ＝92ぐらいまでのさまざまな速度で演奏しよう。

リコーダーの音
ね

色
いろ

（おんしょく）と奏法との関わりを理解したり，
タンギングや左手を使った基本的な奏法を身につけたりしながら表現しよう。

タンギング

表現の目的によっ
て，低音域の発音
を中音域に用いる
こともあります。
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「リズム�de�ゴー」を音を変えて演奏を楽しもう。

図B 図C

左手で吹こう①

しりとり歌
三つの音で左手の運指を身につけよう。

パターン1

の音で吹いてみよう。

パターン2

の音で吹いてみよう。

運指
（アルト）

ソプラノ

アルト

ソプラノ

アルト

ソプラノ

アルト

ソプラノ

アルト

p.6 –p.7のまとめの曲
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中
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器
楽

中学器楽

文部科学省検定済教科書 中学校音楽科用 17教出 音楽000

まとめの曲

学びのポイント

リコーダーには「カノン1，2，3」を掲載しました。
それぞれ1年，2年，3年での取り組みを想定しています。

学びのねらいをスタート，
まとめの曲をゴールと設定し，
見開きごとに学習を見通せる構成にしました。

p.6
器楽

p.9
器楽

� これから取り組む楽器と，
� 関連して学習する楽器のイメージを生かした表紙です。
� 強固な紙質の用紙を用いたしっかりとしたつくりで，
� 3年間安心してご使用いただけます。

中学器楽の特色

主体的・対話的で深い学び
主体的・対話的で深い学びの実現に向けて，進んで学び合う器楽の活動が展開できるように工夫しました。

学習の見通しがもてます1

学びのねらい
リコーダーの音色と奏法との関わりを理解したり，タンギングや左手を使った
基本的な奏法を身につけたりしながら表現しよう。

学びのポイント
１　タンギングに注意して，♩＝69から♩＝92ぐらいまでのさまざまな速度で演奏しよう。

教材 リズム de ゴー

２　「リズム de ゴー」を音を変えて演奏を楽しもう。

まとめの曲
三つの音で左手の運指を身につけよう。

学びのねらい

学習評価をする教材 しりとり歌

学習評価

模範演奏の
視聴ができます。

必要な運指図は
全て掲載

ソプラノとアルト，
どちらでも
学習できます。

スタート

ゴール

スタート

ゴール
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